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あ だ ち 広 報 は 毎 月10 日・25 日 、

ズ ー ム アッ プは 奇 数 月1 日 発 行

祝! 江戸開府400年・足立区観光協会創立50周年記念

第
25
回

足
立

の
花

火大会
未来へ続く 足立の花火 足立の夏!

7 月24 日( 木)

午後7時15分～8時45分(打上開始=午後7時30分)
荒川河川敷(千住新橋～西新井橋間)
※荒天の場合は25日に順延( 両日荒天の場合は中止)

第1部乱舞のステージ(午後7時30分～)

江戸情緒あふれる絵を仕掛け花火で表現します

第2部淡色のステージ(午後7時55分～)
パステルカラーの新作花火を打ち上げます

第3部音楽のステージ(午後8時15分～)

音楽花火や、迫力満点の大ナイアガラが登場します

第4部きらめきのステージ(午後8時30分～)　　　

数えきれなぬほどの花吹が夜空に広がります

区
・
観
光
協
会

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

て
る
丸
く
ん

広 大な荒川 河川
敷で繰り広げられ
る「足立の花火 大
会」。10, 000発の花
火を大いにお楽し
みください。

当
日
会
場
内
で
は

警
察
・
消
防
の
本
部
、
救
護
所
を

設
け
て
い
ま
す
。緊
急
の
場
合
に
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
な
ど
に

利
用
で
き
る
「
め
ぐ
り
あ
い
の
塔
」

も
設
置
し
て
い
ま
す
(
図
1
)
。ま
た
、

の
ぽ
り
旗
の
あ
る
各
ブ
ロ
ッ
ク
テ
ン

ト
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
配
付
、
協
賛
募

金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

図1 立入禁止区域・観覧場所等車
い
す
で
観
覧
で
き
ま
す

車
い
す
で
の
観
覧
エ
リ
ア
を
荒
川

河
川
敷
左
岸
に
設
け
て
い
ま
す
(
図
I
)

。
千
住
新
橋
北
詰
付
近
か
ら
、河

川
敷
ま
で
車
い
す
で
も
降
り
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
送
迎
の
乗
用
車
な
ど

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、
交
通
規
制
の

た
め
用
意
で
き
ま
せ
ん
。

会
場
付
近
の
皆
さ
ん
へ

花
火
大
会
会
場
付
近
に
お
住
ま
い

の
方
は
、危
険
物
施
設
、特
殊
可
燃

物
貯
蔵
所
な
ど
へ
防
炎
シ
ー
ト
を
か

け
る
な
ど
、
防
火
に
は
充
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
花
火
を
美
し

く
見
る
た
め
に
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の

消
灯
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事

前

の

場

所

取

り

は

や

め

ま

し

よ
う

荒
川
河
川
敷
で
の
長
期
の
場
所
取

り
は
禁
止
で
す
。
花
火
大
会
実
施
に

支
障
が
あ
り
、
危
険
で
す
。
ま
た
、

当
日
も
シ
ー
ト
を
止
め
る
た
め
の
石

や
金
具
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

花

火

部

門

の

写

真
コ

ン

ク

ー
ル

第
2
5回
大
会
を
記
念
し
て
、
足
立

区
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に
花
火
部

門
を
新
設
し
ま
し
た
。く
わ
し
く
は
、

各
区
民
事
務
所
で
配
布
し
て
い
る
募

集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

交 通 規 制 に ご 協 力 を

当日は大変な混雑が予想されます。会場周辺では、午後6 時から9
時30分ごろまで交通規制が行われ、車両通行止めとなります( 図2)
。駐車場はありません。車・自転車での来場はご遠慮願います。
※通行禁止区域内にお住まいのドライバーの方は所轄の警察署で通
行許可書を事前に受け取ってください

図2交通規制案内(午後6時～9時30分ごろまで)

足立の花火に関するお問い合わせは、
区・観光協会事務局( 経済観光課内)　

3880- 5853

今号の主な内容
2
・
3
面
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
あ
だ
ち
2
1
/住
基
ネ

ッ
ト
/
人
権
・
同
和
問
題
の
理
解
の
た
め
に
4

・
5
面
マ
食
用
油
か
ら
環
境
問
題
を
考
え
る
/
児
童
館
・

夏
の
主
な
行
事
/
日
暮
里
・
舎
人
線

6
・
7
面
マ
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/

て
る
丸
く
ん
通
信

8
面
マ
マ
マ
食
中
毒
を
ふ
き
飛
ば
せ
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
M3880- 5678

回答しますので、氏名・
連絡先を記入して
ください

⑤区の木…さくら⑤/ 区の花…チューリップS
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは
7 月11 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)
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在
宅
の
重
度
心
身
障

害
者
(児
)の
方
へ

□
日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
住
宅
設

備
改
善
費
の
助
成

障
害
を
持
つ
方
の
日
常
生
活
の
利

便
を
図
る
た
め
、
日
常
生
活
用
具
の

給
付
、
住
宅
設
備
改
善
費
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
(
表
I
)
。

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

対
象
=
介
護
者
が
な
く
、
日
常
生
活

を
営
む
の
に
支
障
の
あ
る
身
体
障
害

お
よ
び
知
的
障
害
者
の
方

内
容
=

食
事
の
世
話
/
衣
類
の
洗
濯
/
住
居

の
掃
除
、
整
理
整
と
ん
/
身
の
回
り

の
世
話
、
生
活
必
需
品
の
買
い
物
/

通
院
の
介
助
ほ
か

※
排
せ
つ
の
介

護
な
ど
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
夜
間
や
深
夜
、
早
朝
の
利
用
も

可
能

利
用
方
法
=
各
福
祉
事
務
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

※
今
年
度
か

ら
支
援
費
制
度
(
利
用
者
自
身
が
直

接
介
護
事
業
者
と
契
約
を
結
ぶ
)
で

の
利
用
と
な
り
ま
す
。
調
査
の
上
、

利
用
で
き
る
時
間
数
が
決
ま
る
と
、

受
給
者
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、

事
業
者
と
契
約
を
し
て
く
だ
さ
い

I

い
ず
れ
も
I

介
護
保
険
法
か
ら
給
付
を
受
け
ら

れ
る
も
の
は
介
護
保
険
が
優
先
し
、

所
得
に
応
じ
た
一
定
の
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。
申
・
問
先
=
各
福
祉
事

務
所
(
表
2
)

表1 日常生活用具の給付・住宅設備改善費の助成

表2 福祉事務所一覧
1
5年
度
第
2
回

足
立
区
生
業
資
金

期
間
=
7
月
1
5日
～
2
5日
(
用
紙
配

布
は
7
月
1
0
日
か
ら
)

対
象
=
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
一
般
の
金
融
機
関
か
ら
の

融
資
が
困
難
な
個
人
事
業
主
で
、
こ

の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独
立
の
生

計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
方

条
件
=
区
内
に
1
年

以
上
居
住
/
世
帯
の
生
計
を
立
て
る

住
民
登
録
上
の
世
帯
主
/
事
業
の
新

規
ま
た
は
拡
充
が
目
的
/
世
帯
員
全

員
の
住
民
税
が
非
課
税
/
確
実
な
連

帯
保
証
人
が
I
人
い
る
/
使
途
は
原

則
と
し
て
設
備
資
金

貸
付
額
=
I

世
帯
2
0
0万円
以
内
(
予
定
利
率
0
。
4
%、

据
置
期
間
中
は
無
利
子
)

返
済
方

法
=
6
ヵ
月
据
え
置
き
後
6
0回
元
利

均
等
償
還

申
込
=
申
込
書
を
窓
口

に
持
参

※
用
紙
は
民
生
係
、
各
区

民
事
務
所
(
中
央
本
町
区
民
事
務
所

は
除
く
)
、各
福
祉
事
務
所
(
表
2
)
、

勤
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配

布

申
・
問
先
=
民
生
係

ぜ
ん
息
児
健
康
教
室

日
時
=
7

月
2
5
日
㈲
・
3
0
日
伽
(

全
2

回
)
、い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
一
1
1
一
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=

ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
3

歳
か

ら
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
小
学
4

年
生
以
上
は
児
童
の
み
の
参
加
可

内
容
=

歌
や
ゲ
ー
ム
で
、
ぜ
ん
息
発

作
を
予
防
す
る
呼
吸
法
を
学
び
ま
す

講
師
=

山
下
芳
子
氏
(
劇
団
ア
ク
ト

ー

ヤ
マ
ナ
ル
)

定
員
=

児
童
3
0
人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

風
し
ん
予
防
接
種
の
経
過

措
置
は
9
月
3
0日
ま
で

昭
和
5
4年
4
月
2
日
か
ら
6
2年
1
0

月
1
日
生
ま
れ
の
女
性
に
、
風
し
ん

予
防
接
種
の
通
知
を
送
付
し
て
い
ま

す
。「
本
院
は
定
期
予
防
接
種
の
実
施

医
療
機
関
で
す
」
と
表
示
さ
れ
て
い

る
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。
対

象
の
方
は
早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。
期
限
=
9

月
3
0日

※
対
象

者
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
接
種
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母
子
健
康

手
帳
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
…

中
学
2
年
生
ま
た
は
3
年
生
の
と
き

に
学
校
や
医
療
機
関
で
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
受
け
た
/
風
し
ん
ま
た
は
M
M
R
(

麻
し
ん
・
風
し
ん
・
お
た

ふ
く
か
ぜ
)
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
受
け
た
/
風
し
ん
に
か
か
っ

た
こ
と
が
あ
る

※
各
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
で
、
風
し
ん
抗
体
検
査
(
有

料
)
を
行
っ
て
い
ま
す

□
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
風
し
ん
に
感

染
す
る
と
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
に
感

染
し
、
聴
力
・
視
力
・
心
臓
な
ど
に

障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
妊
娠
4
週
ま
で
に
感
染
す

る
と
約
半
数
の
赤
ち
ゃ
ん
に
障
害
が

起
こ
り
、
妊
娠
2
0週
程
度
ま
で
そ
の

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
風
し
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
妊
娠
す

る
前
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
母
子
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

表3 保健総合センター一覧

専
門
医
に
よ
る
乳
幼
児

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
程
等
=
表
4

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
表
4

表4 アレルギー予防教室日程等
女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

日
時
=

▽
実
施
日
・
:
8
月
5
日
収

▽
結
果
日
…
8
月
戝一
日
困
、
い
ず
れ

も
午
前
9
時
か
ら
受
け
付
け

対
象
=
1
8

～
3
9
歳
の
区
内
在
住
女
性

内
容
=
健
康
チ
ェ
ッ
ク
(
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
歯
周
病
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、骨
密
度
測
定
な
ど
)
、
健
康
教
室

(保
健
、
栄
養
、
歯
科
に
つ
い
て
の

相
談
)

定
員
=
4
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東

和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
庶
務
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

(
親
)
医
療
証
の
自
己
負

担
金
の
還
付
に
つ
い
て

帰
省
や
旅
行
先
(
都
外
)
で
の
受

診
、
医
療
証
を
取
り
扱
わ
な
い
医
療

機
関
で
の
受
診
や
、
医
療
証
を
持
た

ず
に
受
診
し
た
場
合
は
、
保
険
診
療

の
自
己
負
担
金
の
一
部
を
保
護
者
の

口
座
に
振
り
込
む
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
必
要
な
も
の
=
医
療
機
関

の
領
収
書
(
受
診
者
氏
名
、
保
険
点

数
、
受
診
年
月
日
、
医
療
機
関
名
、

領
収
金
額
の
記
載
の
あ
る
も
の
)
/

印
鑑
/
医
療
証
の
保
護
者
名
義
の
預

金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
)
/
⑩
医
療

証
/
健
康
保
険
証

※
レ
シ
ー
ト
や

領
収
書
を
受
け
取
っ
た
際
に
は
必
ず

受
診
者
氏
名
・
保
険
点
数
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
(
無
い
場
合
は
、
医
療

機
関
に
記
入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
)
申
込
=
窓
口
ま
た
は
郵
送

申
・
問
先
=
家
庭
支
援
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

講
演
会
「
薬
物
依
存
と

そ
の
回
復
」

日
時
=
7
月
1
7口
困
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

講
師
=
セ
ル
フ
サ

ポ
ー
ト
研
究
所
職
員
(
薬
物
依
存
症

の
リ
(
ビ
リ
施
設
)

定
員
=
2
0
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
8
8
)
4
2
7
7

青 い 羽 根 募 金 に

ご 協 力 を

我が国周辺の海域で遭難した人々の救助や
海の安全確保を目的として、青い羽根募金を
募ります。各区民事務所の窓口に募金箱を設
置しますので、皆さんのご理解とご協力をお
願いします。期間=7月22日～8月31日
問先= 地域支援課振興係 　3880―5855

み
ん
な
で
つ
く
る

健康
あ
だ
ち
2
1

「
気
分
よ
く
暮
ら
そ
う
」

区
民
の
健
康
調
査
に
よ
る
と
7
割

の
方
が
「
毎
日
の
暮
ら
し
が
充
実
し

て
い
る
≒
毎
日
を
楽
し
ん
で
過
ご
し

て
い
る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
年
代

別
で
も
2
0歳
か
ら
6
0歳
ま
で
、
同
じ

結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
気
分
良
く

暮
ら
す
た
め
に
は
自
分
流
の
ス
ト
レ

ス
解
消
法
の
実
践
や
、
休
養
・
睡
眠

を
上
手
に
と
る
こ
と
、
相
談
で
き
る

仲
間
の
存
在
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。健

康
あ
だ
ち
2
1で
は
「
わ
た
し
が

心
も
体
も
い
き
い
き
す
る
に
は
?

」

と
い
う
テ
ー
マ
で
た
く
さ
ん
の
区
民

の
声
を
集
め
ま
し
た
。そ
の
中
に
「
ゆ

つ
く
り
お
風
呂
に
入
っ
て
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
」
と
?
ユ
尸
が
育
児
中
の
お

母
さ
ん
や
働
き
盛
り
の
方
か
ら
あ
が

り
ま
し
た
。
日
本
古
来
の
「
お
風
呂

文
化
」
が
心
も
体
も
生
き
生
き
保
つ

た
め
に
一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。健

康
あ
だ
ち
刀一

講
演
&
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

日
時
=
7
月
1
8
日
、
午
後
1
時
～

3
時

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
暮
ら
し
い
き
い
き
健
康
づ
く

り
「
元
気
高
齢
者
に
な
ろ
う
」
講
師

等
=
久
野
譜
也
氏
(筑
波
大
学
講
師
)
/

町
田
忍
氏
(
庶
民
文
化
研
究
家
)
/

三
遊
亭
楽
松
氏
(
落
語
家
)
ほ
か

定
員
=
2
0
0人

主
催
=
健
康
あ
だ
ち
2
1

会
議
・
健
康
資
源
部
会

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
調

整

大気中のダイオキシン類測定結果
14年中に、区内3 地点でダイオキシン類を測定し
た結果、どの地点も環境基準より低い値でした( 表5)
。
ダイオキシン類は、家庭や事務所から出るごみな

どを燃やすことでも発生します。皆さんも、ごみの
減量に努めるとともに、正しい分別をするなどの適
切な処理をお願いします。
都の環境確保条例では、伝統的行事などの場合を
除く野外焼却( 空地での廃棄物焼却や、ドラム缶・
一斗缶などを使っての焼却)、および一定の条件を満
たさない小規模の廃棄物焼却炉の使用を禁止してい
ます。 問先= 環境課指導第一・二係または調査係

表5 大気中のダイオキシン類測定結果
(単位: pg- TEQ/nf )
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戦
没
者
の
父
母
な
ど
の

皆
さ
ん
へ

「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特

別
給
付
金
」
(第
1
6回
ち
号
)
の
手
続

き
が
、
7
月
3
1日
で
終
了
し
ま
す
。

請
求
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
対

象
=
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母
(
養

父
母
・
養
祖
父
母
な
ど
)

問
先
=
民

生
係青

少
年
の
た
め
の

演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

新
し
い
自
分
を
発
見
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
日
時
=
8
月
1
日
～
2
9
日

の
毎
週
金
曜
日
お
よ
び
9
月
7
日
～

2
1
日
の
毎
週
日
曜
日
(
全
7
回
)
、
い

ず
れ
も
午
前
9
時
～
正
午
※
8
月

1
5日
を
除
く

対
象
=
小
学
校
4
年

生
～
汕
一
歳
内
容
=
パ
ン
ト
マ
イ
ム

/
詩
の
朗
読
ほ
か

※
最
終
回
に
は

発
表
会
を
開
催

講
師
=
山
下
光
治

氏
(
日
活
芸
術
学
院
講
師
)
/

山
下

芳
子
氏
(
朗
読
教
室
講
師
)

定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)

費
用
=
7
0
0円(
保
険

料
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
学
年
ま
た
は
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記

期
限
=
7

月
2
5

日
必
着

申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
#
I
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

夏
休
み
に
増
え
る
放
置
自
転
車

区
で
は
、
駅
前
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

に
指
定
し
て
い
ま
す
。
禁
止
区
域
に

放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
、
撤
去
し
て

自
転
車
移
送
所
に
運
び
保
管
し
ま

す
。
自
転
車
を
引
き
取
る
際
に
は
、

撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
徴
収
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ
月
を

過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

学
校
の
夏
休
み
期
間
中
は
、
特
に

自
転
車
放
置
が
目
立
ち
ま
す
。
駅
に

近
い
方
は
で
き
る
だ
け
徒
歩
で
、
自

転
車
を
利
用
す
る
方
は
、
必
ず
決
め

ら
れ
た
自
転
車
駐
車
場
な
ど
に
置
い

て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
の
盗
難
も
増
え
て
い
ま

す
。
自
転
車
は
必
ず
防
犯
登
録
を
し

て
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
か
ぎ

を
二
重
に
つ
け
る
な
ど
の
盗
難
防
止

対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

盗
ま
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察

へ
盗
難
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
撤

去
日
以
前
に
盗
難
届
を
出
し
て
い
る

場
合
は
、
撤
去
料
が
免
除
に
な
り
ま

す
。
問
先
=
自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

足
立
区
職
員
【
福
祉
(
保

育
士
)
】
採
用
選
考

試
験
日
=
8

月
2
4日
㈲

採
用
予
ま

日
=
1
6
年
4
月
1
日
以
降

※
採
用

時
の
勤
務
予
定
地
は
、
上
総
湊
健
康

学
園
(
千
葉
県
富
津
市
)

資
格
等
=

表
6

申
込
書
配
布
場
所
=
区
役
所

総
合
案
内
、
人
事
係
、
各
区
民
事
務

所

※
郵
送
請
求
の
場
合
は
、
送
付

先
住
所
を
記
入
し
、
2
0
0円
分
の
切
手

を
張
っ
た
角
2
サ
イ
ズ
の
封
筒
を
人

事
係
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い

申
込
・

期
限
=
▽
郵
送
(簡
易
書
留
に
限
る
)

・
:
8月
5
日
消
印
有
効

▽
人
事
係

へ
持
参
…
8
月
5
日
ま
で
の
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
(
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
)
申
・
問
先
=
人
事
係

〒
1
2
0

・
8
5
1
0
中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

表8 試験区分、採用予定数および受験資格の概要

青
少
年
の
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間

毎
年
7
月
は
青
少
年
の
非
行
防
止

と
保
護
の
徹
底
を
図
る
強
調
月
間
で

す
。夏
休
み
を
前
に
非
行
防
止
に
対

す
る
共
通
の
認
識
を
深
め
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

世論調査にご協力ください
区では、皆さんの声を区政にいかすため、毎年「足

立区政に関する世論調査」を行っています。今回の主
なテーマは「住まい」「農業」「運動・スポーツ」です。
結果は統計的に数字として処理しますので、個人名が
出ることはありません。ご協力をお願いします。
期間=7月18日～8月8日対象=住民基本台帳か
ら無作為に選んだ、20歳以上80歳末満の区民3, 000人
調査方法= 区が委託した調査会社が調査票を郵送し
ます。記入のうえ、同封の返信用封筒で返送してくだ
さい 問先= 広聴相談係

人
権
・
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

「
人
権
の
尊
重
」

2
1世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
人
権
と
は
、
だ
れ
も
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
人

間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

の
権
利
で
す
。こ
の
世
紀
を
平
和
な

も
の
に
す
る
た
め
に
、
人
権
の
尊
重

は
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
人
権
と
平

和
は
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
ま

す
。2

0世
紀
は
2
回
の
世
界
大
戦
を
経

験
し
、
戦
争
の
世
紀
と
も
言
わ
れ
ま

し
た
。
戦
争
は
人
権
を
抑
圧
し
、
人

間
と
し
て
の
尊
厳
を
奪
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
反
省
か
ら
、
平
和
の
実

現
に
と
っ
て
人
権
の
尊
重
が
大
切
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
国
際
的
な
認

識
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1
9
4
8

年
(
昭
和
2
3年
)
1
2月
1
0日
。

「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
尊
厳

と
権
利
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
」
と

う
た
っ
た
世
界
人
権
宣
言
が
、
国
際

連
合
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
国
憲
法
で
は
、「
す
べ
て
国
民

は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人

種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又

は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的

又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別

さ
れ
な
い
。」
(
第
1
4条
)
と
定
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
思
想
お
よ
び
良

心
の
自
由
、
信
教
の
自
由
、
学
問
の

自
由
、
生
存
権
、
教
育
を
受
け
る
権

利
、
勤
労
の
権
利
な
ど
を
「
基
本
的

人
権
」
と
し
て
保
障
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
個
人
が
互
い
に
生
命
と

基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
豊
か
で
創

造
的
な
営
み
が
で
き
る
社
会
を
め
ざ

す
「
人
間
の
安
全
保
障
」
の
考
え
方

に
立
っ
た
、「
平
和
と
安
全
の
都
市
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。

区
は
、
こ
の
宣
言
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
人
権
が
最
大
限
尊
重
さ
れ
る

都
市
を
め
ざ
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
権
・
同

和
係

区
・
観
光
協
会
創
立
5
0周
年
記
念

「
ふ
る
さ
と

足
立
で
ブ
ド
ウ
狩
り
ツ
ア
ー
」参
加
者
募
集

区
内
の
産
業
の
紹
介
と
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
「
ふ
る
さ
と
足
立
で

夏
の
1
日
を
楽
し
も
う
1
・
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
区
内
の
観
光
ツ

ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
日
時
=
8

月
2
7日
圉
、
午
前
9
時

集
合
場

所
=
区
役
所
正
面
広
場

対
象
=
区

内
在
住
の
方
ま
た
は
観
光
協
会
会
員

内
容
=
区
内
農
家
で
の
ブ
ド
ウ
収
穫

体
験
/
あ
だ
ち
再
生
館
で
の
体
験
教

室
/
ナ
シ
の
収
穫

定
員
=
5
0
世
帯

(抽
選
)

費
用
=

▽
観
光
協
会
会

員
…
2
千
5
0
0円

▽
会
員
家
族
…
3

千
円

▽
一
般
…
3
千
5
0
0円

※
I

世
帯
当
た
り
、
8
0
0円
か
別
途
か
か
り

ま
す
。
(
昼
食
代
含
む
。
ナ
シ
狩
り
は

別
途
料
金
)
小
学
生
以
下
は
3
0
0円引

き
。
当
選
者
に
は
後
日
、
払
込
用
紙

を
送
付

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希

望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
家
族
こ

般
の
別
、「
ブ
ド
ウ
狩
り
ツ
ア
ー
」
を

明
記

※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま

で
申
し
込
み
可
。
返
信
(
ガ
キ
の
表

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
を
明
記
。

重
複
申
し
込
み
は
無
効

期
限
=
7

月
2
8日
必
着

申
・
問
先
=
区
・
観

光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
I

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

第13回あだち子どもフェスティバル

舞 台 演 技 出 演 団 体 募 集

( 子どもを対象とした出し物)

「あだち子どもフェスティバル」
のホール部門の出演団体を募集し
ます。 日程=9 月21日(日) 場所=
ギャラクシティ・西新井文化ホー
ル 対象= 子ども主体の団体 ※
応募多数の場合は実行委員会で選
定 内容= 楽器演奏/ 児童劇/ 会
場でのクイズ大会ほか 申込= 電
話 申・問先= 青少年センター

3890―0061

ト
パ
ッ
チ
ョ

住
基
ネ
ッ
ト

Q
&
A

Q
8
月
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
(
以
下
、
住
基
カ
ー
ド
)

が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
必
ず
持
た
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
か
。

A

住
基
カ
ー
ド
は
、
希
望
者
の
申

請
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
ま
す
か

ら
、
必
要
の
な
い
方
が
持
つ
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
基
カ
ー
ド

は
有
料
(
発
行
手
数
料
は
5
0
0
円
)
に

な
り
ま
す
。

Q
偽
造
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が

出
回
っ
て
い
る
時
代
で
す
。
安

全
性
は
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
?
・

A

墹
在
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は

磁
気
カ
ー
ド
で
す
。磁
気
カ
ー
ド
は
、

記
憶
情
報
が
読
み
取
り
や
す
い
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
住
基
カ
ー
ド
は
磁
気
カ
ー

ド
に
比
べ
、
安
全
性
の
高
い
I
C
カ

ー
ド
(
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ー
ド
に
I
C

チ
ッ
プ
を
埋
め
込
ん
だ
も
の
)
を

使
用
し
て
い
ま
す
。こ
の
カ
ー
ド
は
、

カ
ー
ド
内
の
情
報
を
不
正
に
読
み
取

っ
た
り
、
I
C
チ
ッ
プ
を
取
り
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
構
造
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
暗
号
を
利
用
し
て
、

正
し
く
発
行
さ
れ
た
カ
ー
ド
か
ど
う

か
を
確
認
で
き
る
仕
組
み
(
相
互
認

証
)
な
ど
様
々
な
安
全
対
策
が
盛
り

込
ま
れ
ま
す
。

Q
住
基
カ
ー
ド
は
ど
ん
な
こ
と
に

利
用
で
き
る
の
で
す
か
?・

A
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
じ
よ
う

に
身
分
証
明
書
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
近
い
将
来
、
電
子
申
請
を
す

る
際
に
必
要
な
電
子
証
明
書
な
ど
を

記
録
す
る
カ
ー
ド
と
し
て
使
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
記
録
係

「
事
故
の
な
い
校
外
学
習
を
め
ざ
し
て
」

6
月
6
日
、
本
区
の
小
学
校
2
年

生
の
児
童
が
、生
活
科
「
ま
ち
探
検
」

の
学
習
中
に
交
通
事
故
に
あ
い
、
亡

く
な
る
と
い
ケ
痛
ま
し
い
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
校
外
で
学
習
す
る
に
あ

た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
支
援
を

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
今
回
の
事
故
に
つ
き
ま
し

て
は
ご
心
配
を
お
か
け
し
、
大
変
申

し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
各
学
校
(
園
)
に
お

い
て
は
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
安

全
指
導
に
尽
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
故
が
二
度
と

発
生
し
な
い
よ
う
、
教
育
委
員
会
と

し
て
教
育
活
動
の
再
点
検
を
命
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
授
業
中
の
交
通
事
故
な
ど

の
再
発
を
防
ぎ
、
区
民
の
方
が
安
心

し
て
子
ど
も
た
ち
を
預
け
て
く
だ
さ

る
学
校
(
園
)
づ
く
り
に
全
力
を
尽

く
す
覚
悟
で
す
。

区
・
教
育
委
員
会
で
は
、
校
外
学

習
に
お
け
る
事
故
の
再
発
防
止
と
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の
た
め
、
事

故
防
止
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
そ
こ
で
の
検
討
内
容
を
も
と

に
作
成
し
た
「
小
学
校

校
外
学
習

事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
活
用
し
、

具
体
的
な
校
内
体
制
の
整
備
を
す
る

よ
う
学
校
を
指
導
い
た
し
ま
し
た
。

校
外
学
習
に
関
す
る
責
任
は
す
べ

て
学
校
と
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
保
護
者
・
地
域

の
皆
様
方
の
で
き
る
範
囲
で
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
に
安
全
な
学
習
環
境
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

平
成
1
5年
6
月
2
4日

足
立
区
教
育
委
員
会
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食用油から環境問題を考える
工夫次第でエコライフ

文
明
の
発
達
に
よ
り
。
私
た
ち
の
生
活
は
大
変
便
利
に
な
り

ま
し
た
が
、
環
境
破
壊
も
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

地
球
規
模
で
進
む
大
き
な
問
題
で
も
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
見
直
す
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
に
導
ぐ
足
掛
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、日
常
生
活
の
中
か
ら
行
動
に
移
せ
る
題
材
と
し
て
、

廃
食
用
油
に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま
す
。

エ
コ
ラ
イ
フ
ヘ
の意

識
改
革

環
境
問
題
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
中
で
、
私
た
ち
の
生
活
様
式
も

意
識
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
無
駄
を
な
く
し
、物
を
大
切
に
し

て
不
用
と
な
る
物
を
で
き
る
だ
け
減

ら
す
≒
で
き
る
だ
け
繰
り
返
し
使
用

す
る
≒
ご
み
に
な
る
前
に
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
」
な
ど
を
実
践
し
て
み
ま
し

よ

つヽ
O

流
さ
な
い
で
!

環
境
に
悪
影
響
が

様
々
な
料
理
に
使
わ
れ
る
食
用
油

で
す
が
、
使
用
後
は
廃
食
用
油
と
姿

を
変
え
て
全
国
の
家
庭
か
ら
年
間
約
2
0

万
t
も
発
生
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

廃
食
用
油
を
そ
の
ま
ま
台
所
の
流

し
か
ら
捨
て
て
し
ま
う
と
、
河
川
な

ど
の
水
質
に
極
め
て
有
害
で
す
。

例
え
ば
、
大
さ
じ
1
杯
分
の
汕
を

川
に
流
し
た

場
合
、
魚
が

住
め
る
元
の

水
質
に
戻
す

た
め
に
は
ビ

ー
ル
大
瓶
2
0

本
分
の
水
が

必
要
に
な
る

と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
も
食
用

油
の
処
理
は
正
し
く
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

油
は
捨
て
な
い
で
使
い
切
る

ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ

と
は
、
廃
食
用
油
を
作
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

都
・
消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
試
買
テ

ス
ト
に
よ
れ
ば
、揚
げ
物
を
す
る
時
、

図
1
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
利
用

す
れ
ば
油
の
劣
化
は
ほ
と
ん
ど
進
ま

な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
揚
げ
汕
を
い
た
め
物
な
ど

に
利
用
し
、
使
い
切
る
の
が
ご
み
の

減
量
に
も
な
り
、
望
ま
し
い
と
い
え

ま
す
。

食用
油基
礎知
識

□
さ
し
油

さ
し
油
と
は
、
使
用
中
の
油
に
新

し
い
油
を
継
ぎ
足
す
こ
と
で
す
。

さ
し
油
を
し
な
が
ら
油
を
繰
り
返

し
使
用
す
る
こ
と
で
、
天
ぷ
ら
な
ど

に
十
分
使
用
可
能
な
油
の
品
質
を
保

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
(
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
資
料
)
。

□
揚
げ
油
の
保
存

揚
げ
油
は
、
ろ
過
し
た
も
の
、
ま

た
は
揚
げ
か
す
が
沈
ん
だ
後
の
上
澄

み
を
保
存
容
器
に
入
れ
、
虫
や
異
物

が
混
入
し
な
い
よ
う
ふ
た
を
し
て
、

暗
所
に
保
存
し
ま
す
(
社
団
法
人
日

本
植
物
油
協
会
資
料
)
。

区
・
衛
生
試
験
所
で
行
っ
た
家
庭

用
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の
油
脂
テ
ス
ト
で

も
、
上
手
に
取
り
扱
え
ば
長
く
使
用

で
き
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。

「
食
用
油
か
ら
環
境
問
題
を
考

え
る
」へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
2

区 民1, 433 人 に 聞 き ま し た ～ 足立の食用油事情～
区の家庭での食用油の利用と処理について実態
を把握するため、14年8 月から10月にかけて、アン

ケート調査を行いました。
※ 協力= リサイクル推進員6 期生( 14 年度公募区
民)、あだちリサイクル協会

□ 回答者の主な特徴

・女性が91. 1%
・50歳代と60歳代で51. 8%
・世帯構成は2 世代が51. 6%で最多

揚げ物の回数は?
約68% の人が、以前よりも揚げ物をする回数

が「少なくなっている」と回答している。

平均的な利用者像
▽ 揚げ物の回数
・「1 ヵ月に2 回」が最も多い( 19. 8%)
・「(ほとんど) しない」( 13. 8%)
▽ 食用油使用量と廃食用油発生量
・家庭での使用量は、1 ヵ月で250g
・発生する廃食用油量は、使用する量の半分程度

で、1 ヵ月で125g
▽ 食用油の使用方法
・「さし油をしない」大は「さし油をする」人の
1. 8倍
仟廃棄する」と「使い切る」は、ほぼ同割合

廃食用油の処理方法は?
捨てる油が出た場合はどのように処理する

かとの問いに、何らかの処理をして可燃ごみ
で出すと答えた人が、約87% いる。

紙などに染み込ませて、可燃ごみで出す

凝固剤を使用して、可燃ごみとして出す

庭の土に埋める、植木にまくなど
流しから

そのまま流す

その他のリサイクル

その他の処理

無回答

図1〈食用油を使い切る工夫>

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き

リ
サ
イ
ク
ル
ク
イ
ズ

Q
食
用
油
の
取
り
扱
い
方
で
正
し

く
な
い
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
?

次
の
～
の
中
か
ら
1
つ
選
ん
で

く
だ
さ
い
。

揚
げ
油
の
温
度
は
1
6
0
～
1
8
0
以
下

に
す
る

廃
食
用
油
は
流
し
か
ら
そ
の
ま
ま

捨
て
る

さ
し
油
を
し
な
が
ら
使
用
す
る

ヒ
ン
ト
が
、記
事
の
中
に
あ
り

ま
す

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
1
0人
の

方
に
再
生
紙
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

や
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
の
環
境
に
や
さ

し
い
品
物
の
セ
ッ
ト
を
差
し
上
げ
ま

す
(
写
真
)
。
※
当
選
者
の
発
表
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

申
込
=
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
ク
イ
ズ
の
解
答
、「
リ
サ
イ

ク
ル
ク
イ
ズ
」
を
明
記

期
限
=
7

月
3
1日
必
着

申
・
問
先
=
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課
事
業
係

〒
煦一
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
8
6
2 ▲ ①エコバッグ ②ビニールひも ③軍手　

④ティッシュペーパー ⑤トイレットペーパー

15年 度 児 童 館

夏 の主な行事

児童館では、夏に向けていろいろなイベントを
企画しています(表1) 。お祭りや工作などに参
加して楽しい体験をしましょう。なお、児童館の
開館時間は午前10時から午後6時( 4月～9月)
です。

表115 年度児童館夏の主な行事

※ 西部・千住・中部・西保木間は児童館、桑袋は集会所、東伊興は生活館、それ以外は住区センター

協
働
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て

(仮
称
)
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

検
討
素
案
へ
の
意
見
を
募
集
中

区
で
は
、
区
民
・
事
業
者
の
方
と

の
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
向
け

て
、
(仮
称
)
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

区
民
の
皆
さ
ん
に
条
例
検
討
素
案
に

つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□
検
討
素
案
の
内
容

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
す
る
た

め
に
、
現
在
区
が
条
例
案
に
盛
り
込

む
べ
き
と
考
え
て
い
る
内
容
を
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
、
今
後
寄
せ
ら
れ

る
意
見
を
ふ
ま
え
た
条
例
案
の
作
成

を
考
え
て
い
ま
す
。

1
。
ま
ち
づ
く
り

こ
こ
で
の
「
ま
ち
づ
く
り
」と
は
、市

街
地
の
整
備
・
開
発
・
保
全
を
目
的
と

し
た
計
画
の
作
成
ま
た
は
事
業
の
実

施
が
伴
う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

2
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

ま
ち
づ
く
り
は
、
安
全
で
快
適
に

住
み
続
け
ら
れ
る
市
街
地
の
形
成
・

健
全
で
活
力
あ
る
都
市
活
動
の
確
保

並
び
に
持
続
的
な
ま
ち
の
成
長
を
め

ざ
し
て
、
自
然
環
境
と
の
調
和
に
配

慮
し
な
が
ら
、
区
・
区
民
・
事
業
者

が
協
働
し
て
、
総
合
的
・
計
画
的
に

行
う
も
の
と
し
ま
す
。

3
。
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針

区
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

の
も
と
に
、
次
の
8
項
目
に
関
す
る

基
本
方
針
を
策
定
し
ま
す
。

▽
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
の
実
現

▽
都
市
景
観
の
美
し
い
ま
ち
の
実
現

▽
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

の
実
現

▽
自
然
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
ま
ち

の
実
現

▽
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
の
実
現

▽
活
力
の
あ
る
ま
ち
の
実
現

▽
交
通
の
便
利
な
ま
ち
の
実
現

▽
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
の
実
現

基
本
方
針
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は

区
民
の
意
見
の
反
映
に
努
め
、
策
定

後
に
公
表
し
ま
す
。

4

。
地

区
環

境

整
備
計

画

区

は

、
基

本
方

針
実

現

の
た

め

、

区

を

一
定

の
地
区

に
区
分

し

た
市
街

地

の

環

境

整

備

計

画

を

策

定

し

ま

す

。
こ

の
計
画

の
策
定

に
当

た

っ
て

は
区

民

の
意
見

の
反

映

に
努

め

、
策

定

後
は
公

表
し

ま

す

。

5

。
地

区
ま
ち

づ
く
り
計

画

地
区

住
民
と

区

は
協

働
し

て

、
地

区

環
境
整

備

計
画

を
基

に
地
区

の
ま

ち

づ
く

り
を
定

め

た
計
画

を

作
成
し

ま

す

。
作
成

後

は

、
地
区

住

民
と
区

が
協
働

し
て

実
現

に
努

め
ま

す

。

6

。開

発
等

事
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
　

開
発
等

事

業
者

は

、
周
辺

環
境

に

配
慮

し

、
安

全
で
良

好

な
市
街

地

の

環

境

づ
く
り

に
貢

献
す

る

よ
う
努

め

る
も

の
と
し
ま

す

。
開
発

等

事
業
者

は

、
事

業
計
画

に

つ

い
て

、
区

に
事

前
協

議

す
る
こ

と

と
し

、
区

は

、
必

要

に
応

じ
て

勧
告

・
公
表

が
で

き
る

も

の
と

し
ま

す

。

7

。
ま

ち
づ

く
り

推
進

委
員

会

区

は

、
ま

ち

づ
く
り

推
進

委
員

・

カ
ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
る
ま

ち

づ
く
り

推
進

委
員

会

を
設
置

し
ま

す

。

ま

ち

づ
く
り

推

進
委
員

会

は

、
区

長

に
対
し

て

意
見

・
提
案

が
で

き
る

も

の
と
し

ま

す

。

8

。
協

働
ま
ち

づ

く
り
へ

の
支

援

区
は
、
区
民
・
事
業
者
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
対
し
、
情
報
提
供
・
人

材
育
成
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
等

の
派
遣
な
ど
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

期
限
=
7
月
2
5
日
必
着
申
込
=
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
(
電
話
に
よ
る
意
見
は
受
け
付

け
ら
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、意
見
に
対

す
る
個
別
の
回
答
も
で
き
ま
せ
ん
)

申
先
=
都
市
計
画
課
調
整
係
〒

1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-

1

阻
(
3
8
8
0
)
5
6
0
5
E
t
o
s
i
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
I
P

あ
だ
ち
再
生
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

夏
・
浴
衣
再
発
見
教
室

ダ
ン
ス
で
眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
浴
衣
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

□
実
践
―・

浴
衣
が
ワ
ン
ピ
ー
ス
に

変
身

日
時
=
7
月
2
0日
㈲
・
2
7日
㈲
、
午

後
1
時
～
3
時

定
員
=
1
0人
(
抽

選
)

持
ち
物
=
裁
縫
道
具
、ほ
ど
い

た
浴
衣

□
浴
衣
着
付
け
講
習
会

日
時
=
7
月
2
0
日
面
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
講
師
=
山
崎
節
子
氏

定
員
=
3
0
人
(
抽
選
)

持
ち
物
=
浴

衣
、
半
幅
帯
、
細
ひ
も
2
本

-

い
ず
れ
も
I

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

費

用
=
無
料

申
込
=
電
話
ま
た
は
、

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
希
望
す
る
講
座
名
を
明
記
し

郵
送

期
限
=
7
月
1
4日
消
印
有
効

場
・
申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館

〒
ぽ
・
0
0
1
1中
央
本
町
2
-
9
-
I
(

月
曜
休
館
)

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
1
周
年
記
念

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
実
施
中

あ
だ
ち
再
生
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は

、
開
設
I

周
年
と
ア
ク
セ
ス
2
万

件
突
破
を
記
念
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

当
た
る
ク
イ
ズ
を
行
っ
て
い
ま
す

。

ぜ
ひ

、
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=

区
内
在
住
の
方

内
容
=

あ

だ
ち
再
生
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
掲

載

申
込
=
(

ガ
キ
ま
た
は
E

メ
ー

ル
に
住
所

、
氏
名

、
年
齢

、
ク
イ
ズ

の
答
え
を
明
記

※
E

メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
は

、
あ
だ
ち
再
生
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
に
掲
載

申
・
問
先
=

リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
普
及
啓
発
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
0

踊
h
t
t
p
:
/
y
w
w
w
4
.
o
c
n
.
n
e
.
」
p
/
a
r
c
.
o
r
g
/

新

交

通

シ
ス
テ
ム
!

日

暮

里
・
舎

人

線

(仮
称
)
江
北
駅
の
駅
前
広
場

江
北
駅
周
辺
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
(
仮
称
)
六
町
駅
周
辺
歹

同
様
に
交
通
利
便
性
に
優
れ
、
発
屈

性
の
高
い
地
域
と
し
て
区
の
基
本
計

画
で
「
地
域
拠
点
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
早
く
か
ら
駅
前
広
場

の
整
備
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
3

月
に
駅
前
広
場
の
計
画
が
ま
と
ま

り
、
都
市
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。

駅
東
側
に
出
来
る
駅
前
広
場
は
、

約
2
千
5
0
0
mの
広
さ
で
、
バ
ス
乗
降

場
3
力
所
と
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
広
場
南
側
に
隣
接
し

た
胡
録
神
社
の
緑
を
い
か
し
た
緑
豊

か
な
駅
前
広
場
の
整
備
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
バ
ス
路
線
網
再
編
計
画
で

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
東
京
駅
↓
荒

川
土
手
操
車
所
問
(
東
4
3路
線
)
に

つ
い
て
、
江
北
駅
へ
の
延
伸
が
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
西
側
に

も
公
有
地
、
児
童
遊
園
な
ど
を
活
用

し
た
ミ
ニ
駅
前
広
場
の
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

今
後
区
で
は
、
江
北
駅
周
辺
地
区

の
地
域
性
を
い
か
し
な
が
ら
、商
業
、

業
務
、
文
化
で
の
複
合
的
な
機
能
を

持
っ
た
魅
力
あ
る
拠
点
と
し
て
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

問
先
=
日
暮
里
・
舎
人
線
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
7
1
8

k江北駅前広場イメージ図
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く
ら
し
の
情
報

定 員 に 先 着 順

と あ る も の は

7 月11 日

か ら 受 け 付 け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡
例

畢|申 込O 亂申でし込み廰騰

廡癩鵬i i ( 申U 価4 綯滕

争 娜凛|申 皀瑯舞f 菷脾娜蹐 麦
申し込み綯 丿舞は龠ね鶯鳬4

釁 躑卿啣輯郷鄒駟鶚仰轢輯笄

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

第
1
期
の
特
別
区
民
税
・
都
民
税

の
納
期
限
(
6

月
3
0日
)
が
過
ぎ
ま

し
た
。
納
期
限
後
は
、
延
滞
金
(
年

率
1
4・
6
%
)

が
加
算
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、納
付
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、

差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
情
が
あ
っ
て
納
付
で
き
な
い
場

合
や
そ
の
他
不
明
な
点
が
あ
る
と
き

は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
納
税
第
丁

二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

休
日
納
税
・
納
付
相
談

「
都
・
区
民
税
」
「
国
民
健
康
保
険

料
」「
介
護
保
険
料
」
の
休
日
納
税
・

納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。

平
日
来
庁
で
き
な
い
方
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
日
時
=
7
月

2
7
日
㈲
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
・
問
先
=
納
税
第
丁

二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

お支払いは便利な口座振替で
特別区民税・都民税( 普通徴収分)、国民

健康保険料、介護保険料の支払いは、便利で
安心な口座振替をご利用ください。区内の金
融機関・郵便局に申込用紙があります。窓口
に通帳と通帳印を持参してください。 問先=
納税課収納係 　3880―5238

こくほ年金課収納管理係 　3880―5242
介護保険課収納管理係 　3880―5744

「
も
う
一
つ
の
国
民
年
金
」

国
民
年
金
基
金

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど

の
方
が
豊
か
な
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

実
現
す
る
た
め
に
、
基
礎
年
金
の
上

乗
せ
給
付
を
行
う
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。
対
象
=
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未

満
の
第
1
号
被
保
険
者

掛
金
=
選

択
す
る
給
付
の
型
・
口
数
お
よ
び
加

入
時
の
年
齢
に
よ
り
決
定

※
口
座

自
動
引
き
落
と
し
。
掛
け
金
は
全
額

社
会
保
険
料
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

申
・
問
先
=
都
・
国
民
年
金
基
金
　

(
5
2
8
5
)
8
8
0
0

区
・
年
金
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

国
保
・
日
帰
り
健
康
施
設

「
割
引
券
配
布
」

国
保
加
入
者
の
健
康
保
持
・
増
進

を
目
的
と
し
て
、
日
帰
り
健
康
施
設

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
(
表
1
)
。
疲

労
回
復
と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
、ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
=
割
引
券
を
施
設
に
持
参
(
こ
く

ほ
年
金
課
、
各
区
民
事
務
所
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
)

問
先
=
こ
く
ほ
年

金
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

表1 日帰り健康施設

国
保
協
定
旅
館

東
京
近
県
の
旅
館
な
ど
が
割
引
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。
対
象
=
区

内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
=
施
設

へ
直
接
電
話
予
約
(
足
立
区
国
保
扱

い
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。宿
泊
当
日

に
、
利
用
券
を
施
設
フ
ロ
ン
ト
へ
渡

し
て
く
だ
さ
い
(
利
用
券
は
、
こ
く

ほ
年
金
課
、
区
民
事
務
所
に
あ
り
ま

す
)

※
今
年
度
の
協
定
旅
館
は
、
1
5

年
度
「
国
保
の
て
び
き
」
3
5ペ
ー
ジ

参
照
。
料
金
な
ど
、
く
わ
し
く
は
直

接
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

国
保

こ
の
よ
う
な
と
き
は

手
続
き
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
や
、
や

め
る
手
続
き
な
ど
、
表
2
に
該
当
す

る
方
は
1
4日
以
内
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
※
自
動
的
に
切
り
替

え
は
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
要
書
類
や
手

続
き
場
所
に
つ
い
て
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
こ
く

ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表2 手続きが必要なとき

※ は国保加入者のみ対象

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

対
象
=
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
が
出
産
し
た
と
き

※
妊
娠
4

ヵ
月
(
8
5
日
)
以
上
で
あ
れ
ば
支

給
さ
れ
ま
す
(
流
産
・
死
産
含
む
)
。出

産
者
本
人
が
ほ
か
の
医
療
保
険
か
ら

同
様
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
(
社
保
に
1
年
以
上
加
入
し

退
職
後
6
ヵ
月
以
内
の
出
産
)
は
、

国
民
健
康
保
険
か
ら
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん

支
給
額
=
出
生
児
一
人
に
つ

き
、
出
産
育
児
一
時
金
3
5万
円

申

請
に
必
要
な
も
の
=
国
民
健
康
保
険

証
/
母
子
健
康
手
帳
/
世
帯
主
の
印

鑑
/
世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵

便
局
は
除
く
)

※
流
産
・
死
産
の
と

き
は
、
そ
の
証
明
書

申
・
問
先
=

こ
く
ほ
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

出
産
費
資
金
の
貸
付
制
度

対
象
=
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満

た
す
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
属

す
る
世
帯
主
の
方

▽
出
産
予
定
日

ま
で
1
ヵ
月
以
内

▽
妊
娠
4
ヵ
月

以
上
で
医
療
機
関
な
ど
か
ら
出
産
費

の
請
求
を
受
け
、
ま
た
は
支
払
っ
た

場
合

内
容
=
出
産
育
児
一
時
金
3
5

万
円
の
支
給
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主

に
対
す
る
出
産
費
資
金
の
貸
し
付
け

貸
し
付
け
の
限
度
額
=
出
産
育
児
一

時
金
の
8
割

申
請
に
必
要
な
も
の
=

国
民
健
康
保
険
証
/
母
子
健
康
手

帳
/
世
帯
主
の
印
鑑
/
世
帯
主
名
義

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
/

請
求
書
ま
た
は
領
収
書

申
・
問
先
=

こ
く
ほ
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

障
害
基
礎
年
金
「
現
況
届
」

の
提
出
を
忘
れ
ず
に

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

に
、現
況
届
の
用
紙
(
(
ガ
キ
形
式
)

を
6
月
3
0日
に
送
付
し
ま
し
た
。
現

況
届
は
引
き
続
き
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
必
ず
7
月
3
1日

ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
同
時

に
所
得
審
査
も
行
い
ま
す
の
で
、
申

告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
所
得
が
な

い
場
合
で
も
前
年
分
(
1
4年
中
)
区

民
税
の
申
告
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
(
1
5年
1
月
1
日
現
在
の
住
所
地

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
)
。
対
象
=
2
0

歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
の
受
給
者
/
福
祉
年
金
か
ら

切
り
替
え
ら
れ
た
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
者

問
先
=
年
金
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

療
養
費
の
支
給

療
養
費
と
は
、
皆
さ
ん
が
病
院
な

ど
に
医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
支
払

い
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
あ
と
で
国
保
で
定

め
ら
れ
た
基
準
額
の
7
割
の
金
額
が

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
対
象
=

や
む
を
得
ず
保
険
証
で
治
療
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
と
き
/
コ
ル
セ
ッ
ト

な
ど
の
治
療
用
補
装
具
を
作
っ
た
と

き
/
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
施
術
を
受
け
た
と
き
(
医
師
が
認

め
、
病
院
な
ど
に
こ
れ
ら
の
施
設
が

な
い
と
き
)

申
・
問
先
=
▽
国
保
加

入
の
方
…
こ
く
ほ
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

▽
7
0歳
以
上
で
老
人
医
療
証
を
お
持

ち
の
方
…
高
齢
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

高
額
療
養
費
の
支
給

高
額
療
養
費
と
は
、
同
じ
人
が
同

じ
月
に
同
じ
医
療
機
関
で
治
療
を
受

け
、
支
払
っ
た
診
療
費
が
一
定
の
金

額
(
表
3
)

を
超
え
た
と
き
に
、
申

請
に
よ
り
超
え
た
金
額
を
国
保
か
ら

支
給
す
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
過
去
1
2ヵ
月
間
に
4
回
以

上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
場

合
は
、
4
回
目
か
ら
の
自
己
負
担
限

度
額
は
通
常
よ
り
も
低
く
な
り
ま
す

(表
4
)
。高
額
療
養
費
に
該
当
し
た

世
帯
に
は
、
診
療
月
か
ら
約
3
ヵ
月

後
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
書
類

が
届
い
た
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い

(郵
送
で
も
可
)
。
申
・
問
先
=
こ

く
ほ
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

表370 歳未満の方の自己負担限度額

※ 1 住民税課税世帯のうち、基礎控除後総所得
金額などが670 万円を超える方は上位所得者
となります。また、所得の申告がない場合も、上
位所得者とみなされます
※ 2 医療費総額が241, 000 円を超えた場合、超
えた分の1% を72, 300 円に加算した額が自己
負担限度額になります
※ 3 医療費総額が466, 000 円を超えた場合、超
えた分の1% を139, 800 円に加算した額が自
己負担限度額になります
※ 4 自己負担限度額および計算方法は70歳末
満の方とワO歳以上の方で異なります

表470 歳未満の方の4 回目以降の自己負担限度額

高
額
療
養
資
金
の
貸
付
制
度

対
象
=
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
が
、
病
気
や
負
傷
に
よ
り
、

一
時
的
に
高
額
の
医
療
費
の
支
払
い

が
あ
り
、
そ
の
支
払
い
が
困
難
な
場

合
、
世
帯
主
に
対
し
必
要
な
資
金
を

貸
し
付
け
す
る
制
度
で
す
。
貸
付

額
=
保
険
診
療
に
該
当
す
る
項
目
の

う
ち
、
法
令
で
定
め
る
高
額
療
養
費

に
該
当
す
る
費
用
の
9
割
(

保
険

診
療
外
の
部
分
は
対
象
外
)

※
貸

し
付
け
は
、
受
け
付
け
か
ら
約
3
週

間
後
に
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=

こ
く
ほ
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

葬
祭
費
の
支
給

対
象
=
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
が
死
亡
し
た
と
き
、そ
の
葬
儀

を
し
た
方

支
給
額
=
葬
祭
費
と
し

て
7
万
円

※
交
通
事
故
・
傷
害
な

ど
の
第
三
者
行
為
や
公
害
病
な
ど
が

原
因
で
死
亡
し
た
場
合
は
、原
則
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

申
込
=
国
民

健
康
保
険
証
、葬
儀
の
領
収
書
(コ
ピ

ー
は
不
可
。葬
儀
代
金
、葬
儀
一
式
の

表
示
が
な
い
領
収
書
の
場
合
は
請
求

書
も
必
要
)
、葬
儀
を
し
た
方
の
印
鑑

を
窓
口
に
持
参

期
限
=
葬
儀
を
し

た
日
の
翌
日
か
ら
2
年
間

申
・
問

先
=
こ
く
ほ
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

歩
き
タ
バ
コ
は
、
他
の
歩
行
者
に

様
々
な
危
険
を
及
ぼ
し
ま
す

区
・
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例

問
先
=
地
域
支
援
課
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6
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教
員
免
許
を
い
か
し

ま
せ
ん
か
?

教
員
が
病
気
な
ど
で
欠
員
に
な
っ

た
場
合
に
講
師
と
し
て
勤
務
で
き
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
=

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員
免
許

を
持
っ
て
い
る
方
で
、
5
0歳
く
ら
い

ま
で
の
方
(
1
6
年
3
月
末
に
免
許
取

得
予
定
者
を
含
む
)

※
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・

問
先
=
教
職
員
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
2

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉

が
遅
い
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教

育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(
祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0

分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

千
住
仲
町
創
業
支

援
館
「
は
ば
た
き
」

入

居
者
募
集

意
欲
あ
る
起
業
家
の
経
営
活
動
を

支
援
す
る
賃
貸
オ
フ
ィ
ス
で
す
。
安

い
家
賃
に
加
え
、
会
議
室
、
商
談
・

交
流
ル
ー
ム
な
ど
を
備
え
て
い
ま

す
。
区
内
外
を
問
わ
ず
入
居
を
希
望

す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
場
所
=

千
住
仲
町
2
4
-
2
募
集
室
数
=
2

室
入
居
期
間
=
2
年
間
(
審
査
に

よ
り
1
年
に
限
り
延
長
可
能
)
申

込
=
所
定
用
紙
お
よ
び
添
付
書
類
を

持
参
ま
た
は
郵
送
※
募
集
要
項

は
、
所
定
用
紙
と
一
緒
に
配
布
し
ま

す
。
使
用
料
、
施
設
概
要
、
応
募
対

象
な
ど
、
く
わ
し
い
内
容
は
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
申
込
期
間
=

7
月
1
5
日
～
8
月
1
5
日
消
印
有
効

配
布
・
申
先
=
新
産
業
支
援
課
支
援

係

〒
川一
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
8
4

「
N
P
O

相
談
」

や
っ
て
い
ま
す

N
P
O
法
人
の
設
立
や
運
営
に
関

す
る
相
談
な
ど
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
=
毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日
、

午
後
6
時
～
8
時
/
毎
月
第
2
・
第
4

土
曜
日
、
午
後
2
時
～
4
時

場

所
=
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

申
込
=
事
前
に
電
話
で
予
約

申
・

問
先
=
N
P
O
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

ご
存
知
で
す
か

沿
道
地
区
計
画
制
度

区
で
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
交

通
騒
音
に
よ
り
生
じ
る
障
害
の
防
止

と
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、国
道
4
号
線
(
荒

川
以
北
)
と
環
状
七
号
線
の
沿
道
に

沿
道
地
区
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

沿
道
地
区
計
画
の
区
域
内
(
沿
道

の
お
お
む
ね
3
0
m
)
で
次
の
行
為
を

行
う
場
合
は
、
建
築
確
認
申
請
と
は

別
に
工
事
に
着
手
す
る
3
0日
前
ま
で

に
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
必
要

な
も
の
=

▽
建
築
物
の
新
築
、
改
築

ま
た
は
増
築

▽
土
地
区
画
形
質
の

変
更

▽
建
築
物
の
用
途
、
形
態
ま

た
は
意
匠
の
変
更
(
一
部
の
区
域
)

※
沿
道
地
区
計
画
に
伴
ケ
条
例
の
施

行
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
な
ど
に
つ

い
て
は
、
居
室
(
沿
道
の
お
お
む
ね
2
0
m

の
区
域
内
)
に
対
す
る
防
音
工

事
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す

ま
た
、
交
通
騒
音
が
後
背
に
通
り

抜
け
な
い
よ
う
な
建
物
(
緩
衝
建
築

物
)
を
建
て
る
と
き
に
、
建
築
費
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま

す
。
問
先
=
建
築
防
災

(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

建
築
物
の
中
間
お
よ
び

完
了
検
査
の
届
け
出

建
築
基
準
法
に
適
合
し
た
安
全
で

安
心
な
建
物
に
住
む
た
め
に
は
、
建

物
を
建
て
る
際
に
、
工
事
が
設
計
図

ど
お
り
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
し
っ

か
り
と
監
理
・
検
査
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、同
法
で
は
建
築
物
の

構
造
、
規
模
に
応
じ
た
中
間
検
査
お

よ
び
完
了
検
査
を
義
務
づ
け
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

検
査
に
合
格
す
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
「
中

間
検
査
合
格
証
」
、「
検
査
済
証

」が
交

付
さ
れ
ま
す
。

※
中
間
検
査
対
象

建
築
物
と
は

、
①
…
主
要
構
造
部
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
木
造
と
し
た
も

の
で
、地
階
を
除
く
階
数
が
3
以
上
の

も
の

②
…
①
以
外
で
地
階
を
除
く

階
数
が
3

以
上
か
つ
延
べ
面
積
が
5
0
0

㎡
を
超
え
る
も
の

問
先
=
建
築
課

審
査
第

∵
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
6

・
7

構
造
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

設
備
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
8

催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着J 1111

とあ るものは
7 月11 日

から受け付け

夏
休
み
親
子
実
験
教
室

食
品
添
加
物
っ
て
何
?

日
時
=
7
月
3
0
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

正
午

場
所
=
エ
ル

ー
ソ
フ
イ
ア

対
象
=
区
内
在
住
の
小
学
4
年
生
～

中
学
3
年
生

※
小
学
生
は
保
護
者

同
伴

内
容
=
(

ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ

に
含
ま
れ
る
食
品
添
加
物
の
実
験
と

加
工
食
品
に
使
わ
れ
て
い
る
保
存

料
、
発
色
剤
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
あ
る

子
ど
も
を
地
域
で
サ
ポ
ー
ト

日
時
=
8
月
7
日
困
・
2
1
日
困
、
午
後

7
時
～
9
時
場
所
=
総
合
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

対
象
=
内
容
に
興

味
・
関
心
の
あ
る
方

内
容
=
講
義

・
:障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
特
徴
と
、

関
わ
る
と
き
に
大
切
な
こ
と
/
周
囲

の
大
人
の
気
持
ち
ノ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

役
割
ほ
か

※
ほ
か
に
6
回
あ
る
活

動
の
中
か
ら
選
び
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。く
わ
し
く

は
初
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住

所

、氏
名

、電
話

、フ
ァ
ク
ス
番
号

、
E

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、「「
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

の
あ
る
子
ど
も
を
地
域
で
サ
ポ
ー
ト

希
望
」を
連
絡

期
限
=
8

月
6

日

申
・
問
先
=
学
習
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7
　
　
　
　

隰
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

H
s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c

h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

～
歌
声
よ
未
来
へ
響
け
～
第
3
回

海
の
日
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
=
7
月
2
1日
例
、
▽
学
生
の
部

・
:午
後
1
時
(
午
後
O
時
4
5分
開
場
)

▽
大
人
の
部
…
午
後
6
時
3
0分
(
6

時
開
場
)

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

費
用
=

▽
学
生
の
部
…
無
料

▽
大
人
の
部
:

ふ刈
円

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
学
生
の
部
に
は

「
足
立
区
立
中
学

校
合
同
合
唱
団
」
が
出
演
し
ま
す

問
先
=
文
化
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

て
る
丸
くん

通

信

第
1
4回

江
戸
に
幕
府
が
開
か
れ
て
か
ら
4
0
0

年
目
に
あ
た
る
今
年
。
江
戸
東
京
の

歴
史
を
顧
み
な
が
ら
魅
力
を
再
発
見

し
、
そ
れ
を
未
来
へ
の
契
機
と
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
、『
江
戸
開
府
4
0
0年

事
業
』
が
都
内
各
所
で
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。「
第
2
5
回
足
立
の
花
火
大

会
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
る
千
住

は
、
1
6
2
5

年
に
奥
州
日
光
街
道

の
初
宿
と
な
り
、
2
千
数
百
軒
の
家

屋
に
1
万
人
近
く
が
住
む
江
戸
四
宿

の
一
つ
に
成
長
し
ま
し
た
。

千
住
大
橋
は
都
内
で
最
も
古
い
橋

の
一
つ
で
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
大

っ
た
後
に
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
多
く

の
街
道
が
集
ま
っ
て
い
た
た
め
、
参

勤
交
代
の
大
名
家
を
は
じ
め
、
多
く

の
人
の
往
来
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、戦
国
時
代
に
始
ま
っ
た
「
や

っ
ち
や
場
(
千
住
河
原
町
)
」
は
、
青

果
市
場
と
し
て
江
戸
時
代
に
大
い
に

発
展
し
ま
し
た
。
千
住
は
、
江
戸
の

文
人
・
松
尾
芭
蕉
が
奥
の
細
道
へ
旅

立
つ
た
め
深
川
か
ら
舟
で
上
陸
し
た

地
点
と
し
て
も
有
名
で
、
千
住
橋
戸

町
に
は
矢
立
初
の
碑
も
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
江
戸
の
風
情

の
残
る
蔵
、
伝
馬
屋
敷
の
面
影
の
残

る
横
山
家
、
江
戸
時
代
か
ら
関
東
一

円
に
知
ら
れ
た
骨
つ
ぎ
の
名
倉
医
院

な
ど
の
見
ど
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
北
千
住
駅
西
口
で
は
現
在

再
開
発
事
業
が
進
ん
で
お
り
、
新
し

い
文
化
と
産
業
の
発
信
拠
点
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

歴
史
と
未
来
が
融
合
し
た
千
住
で

行
わ
れ
る
花
火
大
会
が
、
江
戸
東
京

の
4
0
0
年
、
区
・
観
光
協
会
5
0年
の
歴

史
を
い
か
し
、
区
の
新
た
な
希
望
へ

の
創
造
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

問
先
=
区
・
観
光
協
会
(
経
済
観
光

課
内
)
　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

掲
示

板

□
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
に

「
ヤ
ン
グ

コ
ー
ナ

ー
」
が
オ
ー
プ
ン

若
年
者
専
門
の
職
業
相
談
・
紹
介

コ
ー
ナ

ー
を
開
設
し
ま
し
た

。
対

象
=
3
0
歳
未
満
の
求
職
者
(

学
生
も

可
)

内
容
=

職
業
紹
介
/

職
業
相

談
/

適
性
検
査
/

履
歴
書
な
ど
の
作

成
指
導
ノ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
付
与
/

就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
就
職
面
接
会
ほ

か

場
・
問
先
=
(

ロ
ー
ワ
ー
ク
足

立
本
館
2

階
(
千
住
河
原
町
5
-
2
0
)
　
　
　

　
(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

□

犯
罪
被
害
相
談
所
の
開
設

日
時
=
7
月
2
5
日
～
2
7
日
、午
前
1
0

時
～
午
後
4

時

場
所
=

飯
田
橋
レ

イ
ン
ボ
ー
ビ
ル
ー
階
特
設
会
場
(

新

宿
区
市
谷
船
河
原
町
一
1
1
1
1

一
番
地
)

内

容
=

面
接
お
よ
び
電
話
相
談

問
先
=

犯
罪
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

(
3
5
9
7
)
7
8
3
0

期
間
中
の
み
の
開
設
電
話

(
5
2
6
1
)
9
9
5
0

□
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就
業
支

援
講
習
「
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

期
間
=
9
月
9
日
～
2
4
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
場
所
=
都
・
高
年

齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー
(
千
代
田
区
飯

田
橋
3
-
1
0
-
3
)

対
象
=
6
0
歳

以
上
で

足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
新
規
入
会
し

、
就
業
で
き

る
方

定
員
=
若
干
名
(
選
考
)

受

講
料
=
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
自
己
負

担
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、「
「

ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
希
望
」
を
明
記

期
限
=
7

月
1
7日
必
着

申
・
問
先
=

惠
凩
都
高
齢
者
事
業
振
興
財
団

〒
1
0
2・0
0
7
2

千
代
田
区
飯
田
橋
3
-
1
0
-
3

(
5
2
1
1
)
2
3
2
7

□
第
8
回
シ
ニ
ア
健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
T
O
K
Y
O

参
加
者

募
集

期
間
=
1
0
月
2
日
～
H
月
1
日
※

場
所
・
時
間
は
競
技
ご
と
に
異
な
り

ま
す

対
象
=
都
内
在
住
で
1
6年
4

月
1
日
現
在
、
満
5
9歳
以
上

内
容
=

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
/
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
/
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
/
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
/
弓
道
/
テ
ニ
ス
/
剣
道
ノ
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
ノ
ベ
タ
ン
ク

費
用
=
I

人
千
円

申
込
=
所
定
の
払
込
用

紙
に
記
入
し
、
参
加
費
振
り
込
み

申
込
書
配
布
場
所
=
区
・
高
齢
調
整

係
問
先
=
東
京
都
高
齢
者
研
究
・

福
祉
振
興
財
団
シ
ニ
ア
健
康
ス
ポ
ー

ツ
係
　
(
5
2
0
6
)
8
7
3
2

□
第
2
9
回
足
立
区
障
害
者
夏
祭
り

日
時
=
7
月
2
7
日
、
午
後
3
時
3
0

分
～
7
時
場
所
=
南
花
畑
養
護
学

校

内
容
=
青
空
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/

模
擬
店
/
盆
踊
り
/
子
ど
も
広
場

ほ
か

問
先
=
南
花
畑
養
護
学
校
・

辻

　
(
5
2
4
2
)
2
3
7
1

映像 広報 制作だより

都内で姿を消しつつある農家。しかし、区内
では品質の高い花や野菜が作られています。
今回は「足立生まれ」や「足立ブランド」と
いった私たちが誇れるもの… そんな、足立区
発信の名産を追い求めて、区内随所を区民レポ
ーターが訪れます。
ここ足立から全国へ、素敵なものがいっぱい
発信されています。皆さんも「足立ブランド」
を生活に取り入れて、毎日の生活を潤してみま
せんか。 《広報課》

「情報キャッチ 好 きです。あだち」放送予定

足立コミュニティチャンネル(ケーブルテレビ足立9CH)

※ 1 日3 回放送(午前9 時30分、午後O時30分、午後9 時30分)

□ 訂正とおわび6 月25日号7 面掲載「環境講座( 問先= あだち再生館 　3880 ―9800) 」について、日程の終了時刻に誤りがありました。
【正】7/19「イ匕学汚染からこどもを守る」・7/26「身近な問題シックハウス」、いずれも午後1時30分～3時30分《広報課》



2003年( 平成15年) 7 月10日あ だ ち 広 報第1377号 ( 8)

夏 だ
食中毒を
ふき飛ばせ! !

これからの時期は、暑さで体力が落ち
てしまいがち。体の抵抗力が弱まると、
細菌の力を抑えきれなくなります。
今年の夏も健康管理に気を配り、細菌
に負けない健康な体を維持して食中毒を
ふき飛ばしましょう!

え
っ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
!
?

食
中
毒
菌
は
、
私
た
ち
の
ご
く
身

近
な
と
こ
ろ
に
い
ま
す
(
左
図
)
。

家畜・ペット

病原性大腸菌

サルモネラ

カンピロバクター

傷 口

黄色ブドウ球菌

海中

腸炎ビブリオ

急
増
中
!

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー食中

毒

こ
こ
数
年
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

に
よ
る
食
中
毒
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
鶏
肉
関
連
の
食
品
を
原
因
と
す

る
ケ
ー
ス
に
多
く
見
ら
れ
る
食
中
毒

で
す
。
こ
の
菌
は
比
較
的
少
な
い
菌

量
で
食
中
毒
を
起
こ
し
、
潜
伏
期
間

が
2
　
～
7
日
と
長
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
低
温
に
強
く
、
熱
に
は
弱
い
の

で
、
肉
類
(
特
に
龜
肉
)
は
十
分
に

加
熱
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。ま
た
、

ま
な
板
な
ど
を
介
し
て
の
二
次
汚
染

を
防
ぐ
た
め
、
使
用
し
た
器
具
類
は

良
く
洗
っ
た
後
、
熱
湯
な
ど
で
消
毒

し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
菌
は
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト

の
腸
管
内
に
も
広
く
存
在
し
て
い
ま

す
。
動
物
は
こ
の
菌
に
感
染
し
て
も

症
状
が
現
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、人
間
の
場
合
、感
染
す
る
と
、

下
痢
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、

特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
の
場
合
は
症

状
が
重
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
に
触
れ
た
後
は
必
ず
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん

の
始
末
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま

し
ょ
う
。

も
し
か
し
て
…そん

な
と
き
は

食
中
毒
の
場
合
の
多
く
は
、
お
う

吐
や
下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
な
ど
の
症

状
を
伴
い
ま
す
。
病
院
へ
か
か
る
際

は
、
思
い
当
た
る
食
品
は
何
か
、
い

つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
た
か

を
整
理
し
て
医
師
に
伝
え
ま
し
ょ

う
。
症
状
の
出
る
直
前
の
食
事
を
疑

い
が
ち
で
す
が
、
細
菌
に
よ
っ
て
は

数
日
経
っ
て
か
ら
発
症
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
保
健
所
で
は
食
中
毒
の
原
因
究
明

た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
食
品
が

残
っ
て
い
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
冷
蔵

庫
へ
。
買
っ
た
店
の
レ
シ
ー
ト
や
空

の
容
器
、
包
装
紙
な
ど
も
残
っ
て
い

た
ら
、
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

医師の診断を受け
ずに、むやみに薬
を飲まないように
しましょう

脱水症状を防ぐ
ために、水分を
しっかり補給し
ましょう

※おう吐や下痢は、原因
を排除しようとする体
の防御反応です

家庭でできる食中毒予防
ちょっとしたコツで食中毒を防ぎましょう

その1 清 潔

・正しい手洗いで常に
清潔に
・調理器具の洗浄・消
毒をしっかり行う

その2 冷 蔵

・冷蔵庫の温度を10℃
以下に保つ
・詰め込み過ぎは避
け、こまめに清掃
・生鮮食品と調理済み
食品を分けて保管

そ の3 加 熱

・ほとんどの食中毒菌は
熱に弱いので、75° Cで1

分間以上、中心部まで
しっかり加熱

・前日の煮物やカレーな
どを温める際は、しっ

かり煮立てる

パンフレットのご案内

家庭でできる食中
毒予防について、イラ
スト満載でわかりやす
く説明しています。
配布場所=足立保健
所または各保健総合
センター

食品衛生に関するお問い合わせ
足立保健所食品保健係 　3880- 5363　
食品監視第一・第二係 　3880- 5364

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

小・中学生のいじめ相談
月曜日　～金曜日(祝日を除く)、午前9時　～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

大
鷲
神
社
祈
祷
獅
子

毎
年
7
月
の
第
3
日
曜
日
に
、
花
畑
七

丁
目
の
大
鷲
神
社
で
は
、
区
の
指
定
無
形

民
族
文
化
財
で
あ
る
獅
子
舞
い
が
奉
納
さ

れ
ま
す
。

江
戸
時
代
中
期
(
元
禄
期
)
か
ら
伝
わ

る
こ
の
獅
子
舞
い
は
、
獅
子
頭
を
頭
に
の

せ
、腹
に
太
鼓
を
つ
け
た
「
大
獅
子
」「
中

獅
子
≒
か
か
獅
子
」
3
頭
が
1
組
に
な
り
、

笛
の
音
に
あ
わ
せ
て
6
種
類
の
舞
い
を
奉

納
し
ま
す
。

そ
の
昔
、
当
地
に
流
行
し
た
疫
病
祓
い

の
行
事
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
の
「
御
祈
祷

獅
子
」。
今
年
は
、
7月
2
0日
午
前
H
時
ご

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
花
笠
が
色
を
添
え
ま
す

▲ 琿鶤の羽を用いた黒く艶や
かなたてがみが印象的

夏 本 番! 踊 ら に
ゃ

ソ ン ソ ン

軽快な笛や太鼓の音色にあわせ、大人も子ども
も皆踊る… 。
6月21日、興本地域学習センターで「あわおど

り教室」が行われました。参加したのは地域の小
学生を中心にした子どもたち10人。
上手に踊るコツは「重心を低くして、リズムよ
く手を前に押し出すこと」。独特な手足 の使い方
に、最初は戸惑っていた子どもたちも、すぐにコ
ツをつかみ元気に踊っていました。練習の成果は、
高円寺や南越谷の阿波踊り祭りで披露する予定に
なっています。
7 月19 日 ま

での毎週 土 曜
日に行 わ れて
いるこ の教 室
は、見学 自由。
問 先= 興 本地
域 学習 セ ンタ
ー
3889- 0370

I
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
息
慨
び
っ
た
り

A- Fest a2003
あだち 区民まつり

みんな集まれ ふるさとまつり!i碣 で|
り1 ヤツプン柄の山吹色の丁シャツ、

昨年より丈が5cm 短めです。

収益はまつり運営にあてら れます

サ イ ズ=M ・L ・LL

価 格=1, 300 円( 税 込)

販 売 個 所= 鯀 済 観 光 課

区 政 情 報 室

| 千 住 区 民 事 務 斯

1 丶S 販売場所=り
J l W12 ヨ

会1荒川河 川敷『虹の 広場』

協替企業・団体墓售中!
企 業 ・ 商 店の みな さ ん の プロ グ ラ ム への 広 告 掲|
物 品 協 賛 を 募 集 し てい ま す。

問先=区民まつり委員会事務局
経済観光課区民交流係　3880- 5720

f a100 古紙配合率100%再生紙を使用しています K. F286, 600


